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泌尿器科領域におけるKW-1062の 臨床的検討

土 田 正 義 ・宮 川 征 男 ・塩 谷 尚

秋田大学泌尿器科学教室

抗生物質の発展に伴ない感染症の治療には多くの薬剤

が用いられているが,ア ミノグルコシッド系薬剤はこれ

らの中でももっとも抗菌力が高いものの1つ と評価され,

グラム陰性桿菌,と くに緑膿菌感染症やセラチア感染症

には第1次 選択剤とされている。しかしアミノグルコシ

ッド系薬剤は毒性が強いため必ず しも満足すべき治療効

果を挙げるだけの量を投与できないことがあり,安 全性

の高いものの出現が望まれている。KW-1062は 最近開

発されたアミノグルコシッド系抗生物質であ り,基 礎的

検討によりGMと ほぼ等 しい抗菌力をもち,毒 性はGM

よりも低いことが確められている1)。われわれは泌尿器

科領域の感染症に本剤を用いてその効果および副作用を

臨床的に検討するとともに,こ れを現存の,ア ミノグル

コシッド系薬剤でもっとも抗菌力の強いといわれるGM

の成績と比較した。

I. 対象および方法

1. 対 象

昭和51年4月 から昭和51年8月 の期間における当科

外来および入院患者のうちプロテウス属およびクレブシ

エラのいずれかを原因菌とした創感染4例,尿 路感染11

例合計15例 を対象とした。

2. 投与方法

創感染では1回40 mgを 創 内注入,尿 路感染では同量

を筋注とし,と もに1日2回,5日 間連続投与した。

3. 効果観察

投与期間中は腰痛 ・排尿痛等の自覚症状改善の有無

体温の推移,創 感染では滲出液の量 と性状の変化,尿 路

感染では尿沈査所見の改善の有無を観察するとともに,

投与前と投与後24～36時 間に創滲出液あるいは尿の細

菌学的検索を行ない臨床効果を検討した。なお,分 離さ

れた細菌についてはKW-1062へ 対する感受性を推測す

る意味から,昭 和ディスクを用いたデ ィスク法によりそ

の菌に対するDKBのMICを 測定 した。

4. 効果判定

以下の基準に より効果を判定した。

著効:細 菌の消失,自 覚症状および発熱の消失,尿 沈

査の正常化あるいは創よりの滲出液の消失の3条 件を満

たすもの。

有効:上 記3条 件のいずれか2つ を満たすもの,ま た

は3条 件すべてに著明な改善がみられたもの。

無効:上 記2項 目以外のもの。

5. 副作用

投与期間中の耳鳴 りや難聴の出現に注意 す る と とも

に,投 与前後 に 末梢血 の 赤血球数,白 血球数,腎 機能

(BUN, Creatinine),肝 機能(GOT, GPT)を 測定 し,

これらの検査値が20%以 上 の増悪をみた ものを副作用

の出現 とした。

II. 成 績

1. 効 果

Table 1に は創感染4例 について手術の種類,薬 剤投

与前後の細菌学的検討の結果 とともに効果判定を示す。

4例 中有効2例,無 効2例 であった。Table 2に は尿路

感染11例 の疾患の種類と基礎的状態,薬 剤投与前後の

細菌学的検討の結果 とともに効果判定を示す。11例 中著

効2例,有 効6例,無 効3例 であった。

以上,全 症例をまとめると15例 中著効2例,有 効8

例,無 効5例 であ り,著 効 ・有効合せて有効率67%で

あ った。 また,細 菌の消失した例は10例 であり細菌消

失率も67%で あ った。起炎菌別にみるとプロテウス属

13例 では有効8例 で有効率62%,ク レブシエラで は2

Table 1 Previous operation, bacteriologic examination and clinical effectiveness in 4 cases

of wound infection 
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例中著効2例 で100%で あ った。

本剤とDKBの 抗菌力は類似したものと考えられるの

で,こ こではDKBのMIC値 を本剤のそれにかわるも

のとしてみると,有 効率の関係ではMICが50 μg/ml以

上 の5例 では2例 に有効で有効率40%,25 μg/ml以 下

の10例 では,著 効2例,有 効6例 で有効率80%で あ

り,MICの 低い群で有効率が高かった。

2. 副作用

1例 では赤血球数の減少 と白血球数の増加をみたが,

これは原疾患である膀胱癌の増悪 と考えられたため除外

した。その他の14例 で耳鳴 り・難聴の出現した例はな

く,腎 機能,肝 機能,末 梢血に有意の増悪を認めた例も

なかった(Table 3)。

III. 考 案

GMを は じめ とする新 しいアミノグルコシッド系抗生

物質は黄色ブ菌や腸内細菌群に強い抗菌力をもっている

が毒性も高いため他に安全性のはるかに高い抗生物質の

ある病原菌による感染での使用は制限され,本 剤が第1

次選択剤 とされるのは緑膿菌感染症やセラチア感染症で

あり2),そ の他,他 の抗生物質では耐性 を示す ことが多

いプロテウス属やクンブシエラによる感染症に用いられ

ることが多くなる3,4)。

以上の点から本剤の臨床効果についての検討もこれら

の菌を対象として計画した。しかし,限 られた期間内の

検討であ り緑膿菌による感染症が含まれない結果 となっ

たのは残念なことであった。

尿路感染症に対するGMの 有効率については75～85

%5～8), 菌の消失率は70～77%7～9),プ ロテウス属 のみ

の有効率70～80%7,10)と 報告されている。今回のわれわ

れの検討ではKW-1062の 有効率,菌 の 消失率ともに

67%,プ ロテウス属のみの有効率62%で あ り,こ の結

果からは一応臨床的にもGMの 抗菌力に匹敵す るとい

えよう。そしてDoseresponseが 認められ る傾向を示

したことは投与量を増加させることによりさらに有効率

が高 くなる可能性を示すものであろう。

抗菌力とともに問題となる副作用の点については今回

の40 mg×2/日,5日 間連続投与の検討では臨床上は認

められなかった。 しかしGMに ついても臨床上の副作

用はなかったとの報告も少 くない8,11)ことから,今 回の

結果からただちに本剤が臨床的に もGMよ り毒性が低

いとはいえないが,腎 機能に問題がなければ1日80mg,

5日 間連続投与では臨床上問題はないと考えて良いであ

ろう。しかし,毒 性についてはきわめて重大な問題であ

り,腎 機能との関連から深 く検討されねばならないであ

ろう。

IV. ま と め

泌尿器科領域の感染症のうち,プ ロテウス属 とクレブ

シエラを起炎菌とする15例 にKW- 1062を1回40 mg,

1日2回,5日 間連続投与 し,そ の効果 と副作用につい

て臨床的に検討を加えた。結果は以下の通 りである。

1. 15例 中著効2例,有 効8例 であ り,67%の 有効

率を得た。また細菌の消失率はプロテウス属による感染

では有効率62%で あ った。これはGMと ほぼ同程度の

抗菌力と考えられた。また本剤はDoseresponseの 存

在も推測された。

2. この投与量では本剤によると思われる副作用は認

められなかった。

Table 2 Diagnosis, underlying disease, bacteriologic examination and clinical effectiveness

in 11 cases of urinary tract infection 
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CLINICAL STUDY ON KW-1062 IN URINARY TRACT INFECTION

MASAYOSHI TSUCHIDA, MASAO MIYAGAWA and HISASHI SHIOYA 

Department of Urology, Akita University, School of Medicine

KW-1062 was administered to 15 patients with urinary tract or wound infections due to Protew 
sp. and Klebsiella at a dose of 40 mg twice a day for 5 days. 

1. Clinical response was excellent in 2 and good in 8 out of 15 patients. The overall effectivc 
rate was 67%. Eradicative effect on pathogens was also seen in 67%.

2. No side effects were observed in any  case. 


